
人人件費

30%

小小箱販売

22%地地代家賃

20%
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数字でみる
タウンカフェの１年
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

  15年目の活動を支えた時間
(2019.10 ～ 2020.9)

ボランティア活動時間
カフェ 341時間
こもれび 280時間
（コロナの影響により 3～ 6月はこもれびカフェ中止）

港南台テント村
 開催１回
 出店数 74店
  （フリーマーケット出店数/キッズフリマ/
　ハンドメイドマルシェ含む）

視察•研修講師
23回

・サポーター法人
( 株 )一幸堂、港南台NEXUS DENTAL CLINIC、
(株 )住宅リフォーム神奈川、吉田歯科クリ
ニック、(株 )SUISHAYA、(株 )せんざん

・サポーター個人
鈴木千賀子、長谷川淳、野口幸子、川嶋庸子、
相場正史、村田尚子、奥山敏美、中野しずよ、
渡辺ひとみ、金城まゆみ、大竹美弥、杉浦
眞知子、森山三枝、川崎治美、石山恒貴、
高嶋賢一、名和田是彦、多田眞理子、松本
和子、万木弘美、篠崎桂子
他匿名希望6名 (順不同・敬称略 )
＊2020年度 (2020.12末現在まで )のご登録

                  　　市民や団体が主体的に取り組む、
　　　　　　公益性の高い港南台タウンフェ
　　　　　　の活動や事業を支えるため、運
営の資金的支援をお願いしています。
■費用の使途：
市民レポーター養成 /ふ～のんや便りの発行 /
地域情報サイト「こうなんだい e-town」運営 /
人材育成研修など
■サポート費用　一口 1,000 円 ( 年間 )　
＊複数口も歓迎＊団体・企業は 10 口以上でお
願いしています。☆別途資料があります。
詳細はお問い合わせ下さい。

●運営
　・株式会社イータウン
　・横浜港南台商店会　
　・まちづくりフォーラム港南
　3団体が連携協力して港南台タウンカフェ事業
　運営を行うとともに、事務所をタウンカフェ内に
　設置して、地域交流・地域活性化活動を実践。
●面積 72.73㎡（約22坪）
●開設 2005年10月15日
●事業 小箱ショップ/カフェサロン/貸しスペー
　ス/貸しギャラリー/情報発信/まちの事務局機能
　/港南台テント村などのイベント企画運営/タウ
　ンシェフ養成（人材育成）

●運営スタッフ
　・有償スタッフ　　       6名
　・ボランティアスタッフ　            12名登録

●港南台タウンカフェ運営コスト
　年間事業高：17,704,131 円  （2019年度売上）
　 内訳
　  ・補助金         ：1,024,000円 
        (港南区民活動支援センターブランチ事業）　
 　 ・補助金         ：3,000,000円 
         (総合生活支援事業：サービスB事業）　
 　 ・サポーター ： 152,000円
　       （2019年度タウンカフェサポーター）

港南台タウンカフェは民設民営の自主的な事業と
してまちづくり活動を行っています。行政からの補
助金は全体の3割弱で、自立的な運営を目指して

います。最近では地元の市民・事業者からのご寄
付（サポーター制度）も増えてきています。

港南台タウンカフェ
15年目のあゆみ

子育てやイベント・
ボランティア情報な
ど、ポケットに入り
きらないほどの情報

情報発信

全国の小さなまちや
むらの魅力を再発見
してお伝えする、特
産品のコーナー。

特産品コーナー
cafeだけでなく、小

箱

スクエアと呼ばれる
手

づくり教室、セミナ
ー

勉強会などに活用

カフェサロン

（2019年度）

支出　16,648,750 円
小小箱ショップ販売

26%

小小箱利用料

23%

飲飲食

8%

事事務委託費

7%

物物品販売

4%

イイベント貸スペース

7%

そその他

1%

補補助金

23%

ササポーター寄付

1% 収入　17,704,131 円

⼩箱ショップハンドメイドの雑貨やアクセサリー、布小物などが、壁一面にずらり！今年もたくさんの素敵な作品が楽しませてくれました。

\書籍出版/\書籍出版/
コミュニティカフェコミュニティカフェ

『コミュニティカフェ ~まちの居場所の
つくり方、続け方』（齋藤保 著）が学芸
出版社から出版されました。
●2020年6月/ 学芸出版社/体裁：四六
版232頁/本体2000円＋税



オンラインキャンドル

【2019年】
10/11 書籍取材（芝の家）
10/15 港南台タウンカフェ14周年記念日
10/20 港南台音フェスタ：協賛
10/24 書籍取材（こまちカフェ）
10/26 港南台テント村
10/28 視察ヒアリング（成蹊大学宮尾様）
10/28 書籍取材（まちや世田米駅：岡野）
10/29-31 大槌交流ツアー(杉浦・岡野ほか）
10/30 視察研修：韓国生協6名
11/3 にちようマルシェ（港南区まちゼミ）
11/4 港南区大抽選会＠港南台タウンカフェ会場提供
11/6 視察ヒアリング（政策研究大学院大学生川様）
11/7 キャンドルナイトin港南台反省会・写真選考会
11/14 視察ヒアリング（立教大学湯山様）
11/14 小箱サロン
11/16 港南台歩き愛です
11/25 視察見学：富山県魚津市経田社協5名様
11/25- クリスマスギャラリー
11/26 中間支援フォーラム＠区社協
12/13-14 区民活動支援センター活動パネル展＠上大岡
12/28 大掃除・忘年会

【2020年】
1/13 スタッフ全体会
1/27 講師：あおばdeスタートセミナー＠新川崎
1/28 栄区地域づくりキャンバス開始～2/27まで4回
1/29 講師：港北区区民活動支援センター
1/30 横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会
2/8 講師：にしとも広場（情報発信キホンのき）
2/10 あおばdeスタートセミナー＠あざみ野
2/19-20 港南台ちょい呑みフェスティバル
2/25～ ★新型コロナウイルス対策で各種イベント中止 
2/28 相談：泉区役所事業（K様）
3/2 相談：泉区役所事業（Y様）
4/7 ★7都府県に緊急事態宣言発出
4/8 ★緊急事態宣言をうけて飲食サービス休止
4/10 小箱ショップ売上渡し延期特別措置
4/15 書籍予約受付開始（ホームページ公開）
5/4 スタッフ全体会ワークショップ
6/5 もっと×２交流ステーション（126）関係者限定
6/8 こもれびカフェボランティアミーティング
6/11 キャンドルナイト実行委員会01（Zoom）
6/14 港南台タウンカフェ改修工事（廊下棚移設）
6/15 書籍「コミュニティカフェ」発売
7/3 もっと×２交流ステーション（127）オンライン版02
7/9 現場視察会オンライン開催
8/1 視察見学寺尾様
8/3 港南台テント村実行委員会
8/5 講師：出版記念セミナー＠京都学芸出版社
8/7 もっと×２交流ステーション（128）オンライン03
8/21 まちサロン（56）仁禮さん　オンライン01
9/4 もっと×２交流ステーション（129）オンライン04
9/6 株式会社イータウン
 　創業20周年&書籍出版記念シンポジウム
9/11 視察ヒアリング：住環境研究所
9/11 横浜南法人会取材
9/12 くまヨコジビエランチ＠山手
9/18 まちサロン（57）ビブリオトーク
9/19 視察起業相談：西澤様

港南台テント村

イータウンイータウン創業20周年&創業20周年&
出版記念シンポジウム出版記念シンポジウム

～コミュニティカフェ～コミュニティカフェ
その魅力を知る～その魅力を知る～

キャンドルナイト in 港南台

こもれびカフェ

カフェサロン

■その他、定例開催の活動・事業など
・もっと×２交流ステーション　（毎月第1金曜日）
・まちサロン（毎月第3金曜日）
・こもれびカフェ （毎週月曜日）

トーストメニューも定着してきた矢先でしたが、今期半ばより新型コロ
ナウィルスの影響で一時cafe営業の休止を余儀なくされました。再開後
もフードやスイーツをお休みしドリンクのみの提供としたり、感染対策
として店内換気や消毒に努め、アクリル板をテーブルに配しての営業と
なりました。
音楽通りは8月から再開、席数を減らしての開催でしたが、温かい演奏
は変わらずカフェ全体を癒やしの空間にしてくれました。

●10月までの実行委員会回数  9 回　
●実行委員         23名　
●実行委員会出席人数　 延べ119人

●毎週月曜日開催
●横浜市介護予防・生活支援補助事業（サービスB）通所型支援として実施
●プログラム例：折り紙、呼吸法とストレッチ、ピアノやギターの演奏会等

たくさんの出会いやつながりが生まれる「港南台テント村」は、商店会
が約20年以上前から開催し、フリーマーケットや様々なイベントを行っ
ています。
コロナの影響により2020年5月の開催ができずとても残念でした。

コミュニティカフェの意義やあり方に
ついて、杉崎和久さんの基調講演、代
表斉藤を含むコミュニティカフェ実践
者3名のトークセッションを行い、改
めてコミュニティカフェの価値やその
役割について、再認識できました。
■2020年9月6日 (日 )オンライン開催
■参加者　72名

■2019年10月26日（土）開催　出店数　74店（キッズ、ハンドメイド含む）
■会場：港南台中央公園　主催：港南台テント村実行委員会

もっと×２交流ステーション
毎月1回の自由な飲み会は3月からはオンライン飲み会としました。
オンラインにすることで、参加が難しくなった方もいらして残念でし
たが、新潟や佐賀、岩手など遠方からの参加もあり、手作りの野菜を送っ
てくださるなど、意外な交流が生まれました。
■開催日：毎月第1金曜日　19:00～21:00
■場所：港南台タウンカフェ、オンラインZoom

「一歩先ゆく居場所づくり~仲間づくりのヒントを得る~」
（4回連続講座）をテーマに開催。
居場所づくり実践者による事例発表や、ワークショップを通
して、現状分析や、仲間づくり・組織づくりのために必要な
事の整理をしていきました。第4講は、感染防止のため開催
できず、後日、個々の受講生へメッセージを作成しました。
（2020.1~2020.2、2020.９）【委託元：横浜市栄区区政推進課】

事例：2019年度栄区地域づくりキャンバス

74 出店

150 人参加 まちサロン inCafe
地域の方をゲストに迎えて専門分野のお話や特技を
披露していただき交流するまちサロン。大槌を応援
する会のデコ鮭のお話や、ふ～のん編集の方々の編
集秘話を伺う…などと続いていましたが、3月から
はお休みとしました。8月にオンラインで再開。港
南台の魅力やビブリオトーク、お酒談義など、語り
合うテーマからこじんまりとはじめました。
■開催日：第3金曜日18:30～20:00
■場所：港南台タウンカフェ、オンラインZoom

小箱ショップ
タウンカフェの代名詞ともいえる小箱ショップは、主に手作り作品を対
象とした小さなお店の集合体です。コロナ禍で品薄となっていたマスク
の販売等で、より一層その存在が認知された1年でした。
また家で過ごす時間が増えたことで、洋裁や手工芸を楽しまれる方も多く、
出店のニーズは絶えません。対面での小箱スクエアや、にちようマルシェ
などの開催を控える時期もありましたが、対策をとりながら再開し、小
箱ショップの価値を高めています。

ここ数年9月の週末の夜に港南台中央公園で行っていたキャンドルナイ
トですが、今年度はコロナの感染状況が予測できないので、開催するか
どうかから話し合いました。何らかの形で実施したいという実行委員の
思いを受けて、オンラインで開催することにました。慣れないZoomで
の話し合いも、未知の企画を0から考えていくことも、難しさがありま
したが、開催時期を12月にずらし、企画を組み立てていきました。

2018年10月から始まったこもれびカフェも、プログラムによってはキャ
ンセル待ちが出るほど利用が増えました。認知症サポーター養成講座を
受講する等、ボランティアの方達も積極的に活動してくださっています。
コロナの影響により、3月~6月まで休みとなりましたが、7月からは、
少人数、短時間で再開。感染防止のため制限もありますが、フレイル予
防となるようなプログラムを開催しています。

●小箱ショップ稼働数　　   1,017コマ
●新規出店　　　　　　　28人
●小箱スクエア開催数　　  104コマ
●小箱スクエア参加人数　   288人

●ギャラリー   7件
●音楽通りinCafe   6件

中間支援フォーラム
例年港南台地区を中心に「地域元気フォーラム」
を行っていましたが、今回は区内全域を対象に
「中間支援について考える」機会を持ちました。
区民の活動がより充実発展していくためにどのよ
うな中間支援が必要か、活動を支援する機関の役
割やコミュニティカフェの役割、行政に期待する
こと、自分たちでできることなど考え語り合いま
した。

■日時　2019年11月26日（日）13:00～16:00
■場所　港南区社会保健活動拠点多目的室

25 名

vol.8 発行

栄区地域づくり大学校運営、港南区・西区地域のwebサイト更新・管理業務／
広報誌制作、岩手県大槌町、宇都宮市、小田原市での講演やコンサル、富山高
等専門学校同窓会ホームページ／会報誌制作、まちづくりカフェたかつ実施支
援業務など

タウンカフェのまちづくり応援プロジェクト

山路を登りながら

港南台地域情報マガジンふ～のん
昨年度、10号を発行した港南台タウンカフェ通信「ふ
～のん」。2月のまちサロンでは、編集委員の「ふ
～のん」に寄せる想いを語りあう機会もあり、11
号編集への意欲を新たにしたところでしたが、新型
コロナウィルスの影響で企画会議や取材のめどが立
たず、今期秋の発行は見送り春の発行を目指す事と
なりました。

●  中学生まちを支える仕事人レポート
毎年、港南台第一中学校 2 年生 と市民サポーターで
行ってきましたが、新型コロナウィルス
の影響で中止となりました。

店内コロナ対策
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